
 

 

 

 

 

 

３８期 井上 苺弥 

（和泉市立信太中学校出身） 

進学先：大阪府病院協会看護専門学校 

 

 

これから伯太高校を受験しようと考えている中学生へ 

 

私は看護専門学校を受験しました。二年生の終わりぐらいから看護師になる事

が夢でした。伯太高校の先生から、「三年生の夏休みから本気で頑張らないと間

に合わない。」と言われていたけど、私が勉強を本格的に始めたのは、文化祭が終

わって、１１月の後半からでした。一校目の受験は１２月の半ばにあり、その学校

は不合格でした。しかし、その不合格で、自分とみんなとの学力に差がついている事

を思い知らされました。それから、毎日放課後は学校に残り、土日は図書館の自

習室へ行き、冬休み、春休みも学校に来て勉強をしていました。１２月から２月

は、受験して不合格、受験して不合格のくり返しで、８校も受けていました。不合

格通知が来るたび、本当につらく、もう辞めたくなりました。その気持ちが悔しさに変

わり、自分ですると決めた事だから、絶対に受かる！という気持ちになりました。勉強が大嫌いな私にとって、正直本当に毎日楽し

くなかったです。家族・先生・友達が応援して励ましてくれ、私はもっともっとがんばる事ができて、卒業式の２日前に合格する事が

出来ました。いっぱい勉強を教えてくれた先生や応援してくれた先生に、卒業式の日より前に、良い報告が出来て本当に良かった

し、ずっと一番そばで応援してくれていた家族に感謝の気持ちでいっぱいになりました。 

 この受験で、何をするにも早めが良いということ、毎日の積み重ねが大切ということ、そして、自分がすると決めた事は諦めずに最

後までする事が大切だと学びました。 

 これから伯太高校を受験しようとしている中学生のみなさん、伯太高校は集中して受験勉強が出来る環境があり、先生はとて

も親身になってくれ、応援してくれます。是非伯太高校に入って、自分の進路を実現できるように頑張ってください。 

 


